
久留米市
先 進 自 治 体

久留米大学
先 進 施 設

　
［第四回］

医
療
資
源
を

活
か
す
ま
ち

人
々
が
ま
ち
に
根
付
く
。そ
の
大
き
な
動
機
の
ひ
と
つ
に「
地
域
医
療
」が
あ
げ
ら
れ
る
。

昨
年
、厚
生
労
働
省
に
お
い
て
地
方
創
生
・
人
口
減
少
克
服
に
向
け
た
対
策（
左
下
図
）が
ま
と
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、医
療
ス
タ
ッ
フ
や
医
薬
品
、施
設
と
い
っ
た
医
療
資
源
は
限
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、医
学
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
研
究
開
発
の
振
興
を
目
指
し
、

産
学
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
新
し
い
産
業
を
創
出
、ま
ち
の
活
性
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
が
い
る
。

地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
可
能
性
を
先
進
的
な
医
療
都
市「
久
留
米
市
」に
見
る
。

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
み
出
す
新
産
業

文：槌田波留基　写真：中原一隆

医療
Medical and welfare

福祉

地方創生・人口減少克服に向けた対策

具体的な
対策

出典：�厚生労働省「第1回まち・ひと・しごと
創生政策検討推進本部　資料」

●�地方創生・人口減少克服に向けて、政策を総動員。 

➡ 若い世代が自らの希望に添って、地方で生活し、
結婚、出産、子育てができる環境の整備を行う。

➡ 人口減少を克服するための地域の 
効果的・効率的な社会システムを構築する。

➡��「縦割り」を排除し、全国一律や 
「バラマキ型」ではない政策に各府省と 
連携しつつ、総合的に取り組む。

●�総合的かつ体系的な�
若者雇用対策の充実

しごとづくり

●�非正規雇用労働者の雇用安定・
処遇改善�

●�地域しごと創生プラン（仮称）
の創設

●�テレワークの推進、�
ワークライフバランスの実現

まちづくり
●�人口減少に応じた福祉のまちづくり�
　�（多世代交流・多機能型の生活サービス
支援の推進）�

●�医療・介護の総合的な確保の推進�
　�（地域医療構想（ビジョン）の策定、地域
包括ケアシステムの構築、地域の医療
介護人材の確保、情報連携の推進等）

●�高齢社会に対応した医療保険制度改革�
　�（国保改革（財政支援の拡充、財政運営
の都道府県移行等）等）ひとづくり

●�安心して結婚し、子どもを 
産み・育てられる環境の整備
　�（待機児童解消加速化プラン、
子ども・子育て支援新制度、
妊娠・出産包括支援事業）

●�総合的かつ体系的な�
若者雇用対策の充実（再掲）
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出典：内閣府

医 療 資 源 の 重 要 性とは
　昨年、内閣府が行った日本の人口、将来像に関する世論調査で、20～40歳代のうち半数以上が都市部から地
方への移住を肯定的に捉えているという結果が得られた。さらに移住の条件について尋ねたところ「教育、医療・福祉
などの利便性が高い」という回答が「土地や家屋の安さ」や「買い物の利便性や高い文化性」を抑え、51.1%でトップ
にあげられている。若い世代が地方での生活に対し、興味を示しつつも、その前提として医療や教育の充実を望む意
識が高いことがわかる。

Data 1Data 2

医療・検診体制の整備は、
がんに挑むチカラになる！

教育、医療・福祉が充実していれば
地方へ移住しても良いと思う！

高齢化とともに増える
がん死亡率 居住地域に関する世論調査

地方への移住に興味を示す人は、教育、医療・福祉の充実をその動機付けの1位にあげている。地域の活
力を高めるため、子供から子育て世代、高齢者に至るまで、多様な世代を包括的に支援する体制、施策が
求められている。

地方へ移住する条件

高齢化にともない、がんによる死亡数・率は増加傾向にあるが、年齢調整死亡率※は減少している。1990
年代以降がん診療の拠点病院の整備、検診の普及、喫煙率の減少などが背景にある。地方においてもが
んに挑む医療体制の確立は大きなテーマだ。

日本人のがん死亡率（全部位）の推移
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人（対人口10万人）

教育、医療・福祉などの
利便性が高いこと

居住に必要な家屋や土地が
安く得られること

買い物などの生活の場や文化イベント、
趣味の場などが充実していること

移住に必要な情報提供などの
自治体の支援があること

今の職場より魅力的な
職場があること

道路などの社会基盤が
整備されていること

今の職場が地方に移転すること

今の職場を退職すること

その他

特にない

0 10 20 30 40 50 60（%）

51.1

48.9

42.6

35.3

26.8

25.3

14.2

10.0

1.6

1.1

総数（N=190 人、M.T.＝256.8％）

地方に移住してもよいと「思う」、
「どちらかといえば思う」と答えた者に、複数回答

※年齢調整死亡率＝年齢構成の変化にかかわらずモデル人口の年齢分布と同じ分布にした場合の死亡率。高齢化の影響を除去した算出方法。
国立がん研究センターのデータを基に作成
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久留米市
先 進 自 治 体

久留米大学
先 進 施 設

　

こ
う
し
た
地
域
の
優
位
性
を
背
景
と

し
て
、
地
元
企
業
の
支
援
を
担
っ
て
い

る
の
が
同
市
の
新
産
業
創
出
支
援
課
だ
。

鶴
久
哲さ

と

志し

課
長
補
佐
に
話
を
聞
い
た
。

「
久
留
米
市
は
福
岡
県
と
連
携
し
て
、

平
成
十
三
年
に
産
学
官
が
連
携
す
る

『
福
岡
バ
イ
オ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
立
ち
上
げ
、
県
南
に
お
い
て
バ
イ
オ

分
野
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
関
連
産
業

や
研
究
機
関
を
集
積
し
た
バ
イ
オ
ク
ラ

ス
タ
ー
の
形
成
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
い
ま
、
着
実
に
実
り
つ
つ

あ
り
ま
す
」。

　

平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
た
第
三
セ
ク

タ
ー
の
研
究
拠
点
、
㈱
久
留
米
リ
サ
ー

チ
・
パ
ー
ク
（
Ｋ
Ｒ
Ｐ
）
内
に
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
を
置
き
、
医
薬

品
、
医
療
機
器
の
開
発
支
援
、
専
門
人

材
の
配
置
、
さ
ら
に
は
機
能
性
食
品
の

開
発
な
ど
を
通
し
て
地
元
企
業
の
研
究

開
発
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
「
産
学
官
が
連
携
す
る
布
陣
で
、
技

術
的
な
相
談
や
受
託
研
究
な
ど
、
多
角

的
な
企
業
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
は
Ｋ
Ｒ
Ｐ
の
運
営
を
は
じ
め
、
様
々

な
施
策
で
研
究
開
発
分
野
と
企
業
の
橋

渡
し
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
そ
の

最
も
顕
著
な
事
例
が
新
た
な
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
で
す
」
と
鶴
久
課
長
補
佐

は
説
明
す
る
。

　

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
を
加
速
さ
せ

た
の
は
、
平
成
二
十
一
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
文
部
科
学
省
の
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
み

事
例
で
あ
る
「
久
留
米
高
度
先
端
医
療

開
発
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
」
だ
。
こ
の
整

備
事
業
を
機
に
、
市
は
高
度
先
端
医
療

の
研
究
機
関
、
関
連
企
業
を
こ
の
地
に

集
積
し
、
が
ん
治
療
を
主
眼
と
し
た
戦

略
的
な
研
究
開
発
を
展
開
し
た
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
の
核
と
な
る
の
が
、

久
留
米
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
す

る
「
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
が
ん
ペ
プ
チ
ド

ワ
ク
チ
ン
療
法
」
の
開
発
事
業
で
あ
る
。

患
者
の
血
液
型
と
免
疫
機
能
を
精
査
し
、

あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
三
一
種
類
の

ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
か
ら
、
最
適
な
も

　

現
在
、
三
〇
万
人
超
の
人
口
を
擁
す

る
中
核
都
市
、
久
留
米
市
。
し
か
し
、

そ
の
数
は
平
成
十
五
年
を
ピ
ー
ク
と
し

て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
近
年
は
増
加
の

兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
中
長
期
的

に
み
れ
ば
大
幅
な
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
。
東
京
圏
や
福
岡
市
を
は
じ
め

と
す
る
大
都
市
へ
向
け
た
二
〇
〜
三
〇

歳
代
の
若
年
層
の
人
口
流
出
が
顕
著
で
、

五
年
後
に
は
三
〇
万
人
を
割
り
込
み
、

二
九
・
七
万
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
い

う
推
計
も
あ
る
。
こ
こ
久
留
米
市
に
お

い
て
も
人
口
減
少
社
会
の
克
服
と
、
地

場
産
業
の
振
興
は
、
地
方
創
生
の
観
点

か
ら
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

久
留
米
市
に
お
け
る
地
方
創
生
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
医
療
」
だ
。
同
市
は
、
人

口
一
人
当
た
り
の
医
師
数
が
全
国
で

六
二
あ
る
政
令
市
、
中
核
都
市
の
な
か

で
第
一
位
と
い
う
、
類
い
稀
な
「
医
療

の
ま
ち
」
と
し
て
名
を
馳
せ
る
。
さ
ら

に
農
業
産
出
額
に
お
い
て
も
福
岡
県
内

最
高
を
誇
っ
て
い
る
久
留
米
市
は
、
古

中
核
都
市
で
も
人
口
減
少
は

喫
緊
の
課
題

「
第
四
の
が
ん
治
療
法
」

テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
が
ん
ワ
ク
チ
ン

久
留
米
市

「
医
療
の
ま
ち
」と
し
て
築
き
上
げ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
新
産
業
を
産
む

先 進 自 治 体

地
方
創
生
の
推
進
力久留米市

商工観光労働部
新産業創出支援課
課長補佐

鶴久哲志
Satoshi Tsuruhisa

政令・中核市の医師数ランキング

久留米市は、厚生労働
省が平成24年に行っ
た調査にて、全国の政
令市と中核都市を合わ
せた62都市のうち、
人口10万人当たりの
医師の数は543人で1
位、病院・診療所の数
は6位となった。
（出典：厚生労働省）

く
か
ら
味
噌
や
醤
油
の
生
産
で
培
わ
れ

た
高
度
な
発
酵
技
術
を
有
し
て
い
る
。

高
度
な
医
療
と
発
酵
技
術
か
ら
展
開
し

て
き
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
こ
の

ま
ち
の
強
み
だ
。
医
療
と
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
こ
の
二
つ
を
車
の
両
輪
と

し
た
ま
ち
の
活
性
化
が
大
き
な
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
に
な
る
。

地域イノベーション戦略支援プログラム （文部科学省）

【研究開発】
がんを中心とした
戦略的研究開発

【国際展開】
海外クラスターとの

交流・連携

企業集積　誘致促進　事業化　実用化促進

久留米高度先端医療開発クラスター （福岡県、久留米市）

がんぺプチドワクチンを核とした
世界最先端の研究開発

高度先端医療研究開発
国際競争力のある
クラスターの形成

国際競争力の強化
久留米バイオカレッジ
（H22.4開校）

バイオ人材育成

【人材育成】
久留米バイオカレッジ

産学官の中核推進組織 
福岡バイオバレープロジェクト （福岡県、久留米市）

福岡県バイオ産業
拠点推進会議

中核事業

【目標】
・バイオ関連企業200社集積
・年間40テーマ以上の研究開発

久留米を拠点にしたバイオクラスターの形成

創薬 バイオツール 機能性食品 農業・環境

集積促進

ベンチャー
育成

人材育成

交流・連携
情報発信

研究開発

文部科学省発行の平成24年度地域イノベーション戦略支援プログラム（取組事例集）を基に作成

順位 政令市/
中核都市

10万人当たり
医師数

1 久留米市 543
2 前橋市 414

3 長崎市 403

4 京都市 396

4 和歌山市 396

6 熊本市 394

7 盛岡市 390

8 鹿児島市 367

9 岐阜市 366

9 岡山市 366

小数点以下は四捨五入
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筑後川

学校前駅

五郎丸駅

宮の陣駅

櫛原駅

至福岡

至熊本

総合庁舎

石橋美術館

市民球場

百年公園
久留米リサーチ・パーク

久留米大学医療センター

福岡バイオファクトリー

久留米 IC

ゆめタウン
久留米

福岡県
青少年科学館

西鉄久留米駅

津福駅

久留米駅
久留米市役所

花畑駅

試験場前駅

久留米高校前駅

南久留米駅

久留米大学前駅

御井駅

鹿
児
島
本
線

久大
本線

西
鉄
天
神
大
牟
田
線

九
州
自
動
車
道

聖マリア病院

聖ルチア病院

九
州
新
幹
線

久留米大学病院

久留米大学医学部

久留米市
先 進 自 治 体

久留米大学
先 進 施 設

昭
和
六
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
国
の
民

活
法
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
、
平
成

二
十
五
年
に
創
業
二
十
五
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
中
小
企
業
で
は
購
入
が
難
し

い
高
額
な
研
究
機
器
の
提
供
だ
け
で
は

な
く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
は
じ
め
、

専
門
的
な
技
術
者
を
配
置
し
て
人
的
な

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
」
と
解
説
し
て

く
れ
た
の
は
バ
イ
オ
事
業
部
の
一
木
義

治
部
長
だ
。

　

展
示
会
や
研
修
、
高
校
生
や
市
民
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
端
緒
と
し
て
、

開
設
当
時
か
ら
バ
イ
オ
、
ゴ
ム
製
品
分

野
を
中
心
に
多
岐
に
渡
る
分
析
、
試
験

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
時
代
と
企
業
の

要
請
に
応
え
な
が
ら
、
機
器
、
シ
ス
テ

ム
も
拡
充
し
た
と
一
木
部
長
は
話
す
。

「
設
立
当
初
、
い
ま
で
は
一
般
的
に
な

っ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
の
基
本
的
な
機
器
も

配
備
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
高

価
な
機
械
で
し
た
か
ら
。
さ
ら
に
県
南

地
域
に
お
け
る
バ
イ
オ
系
産
業
分
野
の

研
究
支
援
を
強
化
す
る
た
め
に
、
よ
り

専
門
性
の
高
い
機
器
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。
Ｋ
Ｒ

Ｐ
は
そ
う
し
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
安
価

に
活
用
で
き
る
場
と
機
会
を
提
供
し
て

い
る
。

た
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
関
連
企
業
の
進

出
な
ど
、
地
域
経
済
と
産
業
の
振
興
が

あ
る
。

　

平
成
元
年
に
市
制
一
〇
〇
年
を
記
念

し
て
整
備
さ
れ
た
百
年
公
園
の
敷
地
内

に
あ
る
㈱
久
留
米
リ
サ
ー
チ
・
パ
ー
ク

（
Ｋ
Ｒ
Ｐ
）
を
訪
ね
た
。
筑
後
川
に
も
近

い
閑
静
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
研
究
施
設

に
理
想
的
な
環
境
だ
。

　

Ｋ
Ｒ
Ｐ
は
平
成
元
年
、
福
岡
県
南
地

域
の
研
究
開
発
支
援
拠
点
と
し
て
、
研

究
開
発
、
人
材
育
成
、
交
流
支
援
、
研

究
開
発
型
企
業
育
成
の
四
つ
を
軸
と
し

た
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
く
目
的
で

設
立
さ
れ
た
。
研
究
ラ
ボ
や
分
析
機
器

を
設
置
し
、
安
価
に
提
供
し
て
い
る
。

大
学
や
高
専
と
の
共
同
研
究
、
助
成
事

業
へ
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い

る
。「
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て

十
五
年
に
㈱
グ
リ
ー
ン
ペ
プ
タ
イ
ド
を

設
立
、
こ
の
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
世
界
初
と
な
る
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
現
在
も
挑
ん

で
い
る
。「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
二
十
五
年

に
事
業
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
ワ
ク

チ
ン
の
研
究
開
発
は
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。
臨
床
試
験
は
実
用
化
に
向
け
た
最

終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
三
十
年

頃
の
薬
事
承
認
が
目
標
。
画
期
的
な
が

ん
治
療
法
が
久
留
米
市
で
誕
生
間
近
で

す
。
是
非
成
功
さ
せ
た
い
で
す
ね
」
と

鶴
久
課
長
補
佐
は
意
気
込
む
。

　

さ
ら
に
、
次
世
代
の
医
薬
品
と
い
わ

れ
る
核
酸
医
薬
の
世
界
特
許
を
有
す
る

市
内
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
躍
進
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。
核
酸
医
薬
品
は
Ｄ

Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
い
っ
た
核
酸
の
働
き

を
利
用
し
て
疾
病
の
原
因
と
な
る
遺
伝

子
、
た
ん
ぱ
く
質
に
直
接
作
用
す
る
タ

イ
プ
の
医
薬
品
だ
。

　

こ
の
核
酸
医
薬
品
の
研
究
を
牽
引
す

る
の
が
、
福
岡
バ
イ
オ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

に
本
社
を
置
く
㈱
ボ
ナ
ッ
ク
。
独
自
の

開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有
す
る
同

社
は
、
一
昨
年
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
住

友
化
学
㈱
と
核
酸
医
薬
原
薬
製
造
の
ラ

イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
し
た
。
さ
ら
に

昨
年
夏
、
市
の
仲
介
の
も
と
、
久
留
米

大
学
と
も
包
括
的
研
究
連
携
に
関
す
る

協
定
を
結
び
、
医
学
、
医
療
の
発
展
と

地
域
の
産
業
振
興
に
協
働
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

企
業
と
大
学
、研
究
機
関
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
新
事
業
創
出
の
基
盤
構

築
を
支
援
す
る
こ
と
は
行
政
の
使
命
だ

と
鶴
久
課
長
補
佐
は
話
す
。「
ワ
ク
チ

ン
の
実
用
化
に
、
核
酸
医
薬
の
開
発
が

加
わ
れ
ば
久
留
米
市
の
医
療
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
」。

　

久
留
米
市
で
は
、
地
元
企
業
と
行
政
、

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
学
術
機
関
が
太

い
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
強

固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
一
貫
し
た
研

究
、
開
発
、
治
験
、
そ
し
て
治
療
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
可
能
と
す
る
。

　

鶴
久
課
長
補
佐
は
、
隣
接
す
る
佐
賀

県
鳥
栖
市
の
重
粒
子
線
治
療
施
設
を
は

じ
め
、
広
範
囲
な
地
域
の
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
い
と
今
後
を
展
望

し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
内
の

み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
ま
で
も
視
野
に
入
れ

の
を
四
種
組
み
合
わ
せ
て
投
与
、
活
性

化
を
促
さ
れ
た
免
疫
細
胞
が
が
ん
細
胞

を
攻
撃
す
る
。
外
科
的
手
術
、
放
射
線

療
法
、
化
学
療
法
に
加
え
、
第
四
の
治

療
法
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集
め
て
い

る
。

　

久
留
米
大
学
は
、
そ
の
研
究
体
制
と

臨
床
研
究
成
果
を
基
盤
と
し
て
平
成

　

一
木
部
長
も
Ｋ
Ｒ
Ｐ
の
最
大
の
成
果

と
し
て
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
が
ん
ワ
ク
チ

ン
を
あ
げ
る
。
そ
の
開
発
ス
テ
ー
ジ
で

も
あ
る
福
岡
バ
イ
オ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
平
成
十
三
年
に
会
員
数
七
二

団
体
で
展
示
会
出
展
支
援
、
研
究
開
発

支
援
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
研
究
拠
点
と
し
て
利
用
で
き
る
実
験

室
を
備
え
た
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
研
究
成
果
を
実

用
化
に
向
け
試
作
・
製
造
す
る
バ
イ
オ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
な
ど
の
研
究
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
は
も
と
よ
り
、
年
間
一
、

〇
〇
〇
万
円
を
上
限
と
す
る
研
究
開
発

支
援
、
製
薬
企
業
出
身
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
経

営
指
導
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
体
制
も

強
化
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
十
六
年
度

ま
で
に
会
員
数
は
五
一
四
に
ま
で
増
加

し
、
延
べ
六
八
社
の
助
成
実
績
を
達
成

し
た
。

　

一
木
部
長
は
Ｋ
Ｒ
Ｐ
の
新
た
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
に
比
肩
す

る
有
望
な
分
野
で
あ
る
機
能
性
食
品
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
話
す
。
今

年
四
月
に
消
費
者
庁
は
新
し
い
「
機
能

性
表
示
食
品
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
後
は
、
安
全
性
及
び
機
能
性
の
根
拠

情
報
の
届
け
出
で
そ
の
食
品
の
効
果
を

謳
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

「
そ
れ
で
も
中
小
の
食
品
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
は
労
力
、
資
金
面
で
の
負
担
は

小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｋ
Ｒ
Ｐ
は
大
学

と
連
携
し
て
、
試
験
デ
ー
タ
の
調
査
や

成
分
分
析
、
事
業
戦
略
上
の
助
言
な
ど
、

製
品
開
発
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
」。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や

販
路
の
開
拓
な
ど
、
販
売
促
進
分
野
の

メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
た
と
話
す
。

　

今
後
の
課
題
は
「
支
援
」
の
成
果
を

顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
だ
。「
こ
こ
で
生

ま
れ
た
新
製
品
を
『
売
れ
る
』
よ
う
に

導
い
て
い
き
た
い
。
Ｋ
Ｒ
Ｐ
の
認
知
度

も
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

Ｐ
Ｒ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
発
想
を
取

り
入
れ
て
、
事
業
を
拡
充
さ
せ
て
い
き

ま
す
」
と
、
一
木
部
長
は
抱
負
を
語
る
。

　

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
医
療
都
市
構
築

を
ベ
ー
ス
と
し
た
久
留
米
市
の
地
方
創

生
は
着
実
に
進
展
を
続
け
て
い
る
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
で

企
業
を
支
援
す
る
Ｋ
Ｒ
Ｐ

が
ん
治
療
を
通
し
た
地
域
の

活
性
化
支
援
の
成
果
を

「
売
れ
る
」カ
タ
チ
で
示
す

株式会社
久留米リサーチ・パーク
バイオ事業部長

一木義治
Yoshiharu Ichiki

上／市内の百年公園敷地内に立地する㈱久留
米リサーチ・パーク。研究開発施設、賃貸オ
フィスなどを擁している。
左／施設内にあるオープン・ラボ（開放型試
験研究施設）ではベンチャー企業が各種試験
機器を低料金で利用することができる。

各施設の所在地

テーラーメイドがん
ペプチドワクチン療法の模式図

提供：久留米大学

新
薬
の
研
究
開
発
で

地
域
の
経
済
発
展
を
目
指
す

ペプチド
がん細胞

免疫細胞

がん細胞の目印になる
分子（ペプチド）を特定

患者に投与

免疫細胞（リンパ球）が
目印を覚える

がん細胞を攻撃
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久留米市
先 進 自 治 体

久留米大学
先 進 施 設

久
留
米
大
学

医
療
連
携
に
よ
る
積
極
的
な

先
進
治
療
と
研
究
を
展
開

　

久
留
米
市
の
医
療
連
携
体
制
の
重
要

な
位
置
を
占
め
る
久
留
米
大
学
。
そ
の

基
本
理
念
に
「
人
間
性
豊
か
な
実
践
的

人
材
の
育
成
と
と
も
に
、
地
域
文
化
に

光
を
与
え
る
」
と
あ
る
。
そ
の
「
地
域

文
化
」
は
、
久
留
米
の
豊
か
な
暮
ら
し
、

産
業
経
済
の
振
興
も
包
含
す
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

久
留
米
大
学
の
前
身
は
、
昭
和
三
年

医
学
専
門
学
校
か
ら

西
日
本
有
数
の
総
合
大
学
へ

先 進 施 設

上／久留米大学の医
学部や久留米大学病
院本館などが立ち並
ぶ旭町キャンパス。

創
立
の
九
州
医
学
専
門
学
校
だ
。
大
正

末
期
、
医
師
の
都
市
部
へ
の
集
中
は
、

福
岡
県
下
の
医
師
不
足
を
深
刻
化
さ
せ

た
。
そ
こ
で
、
地
域
に
お
け
る
医
学
専

門
学
校
設
立
の
声
が
上
が
る
。
市
民
と

行
政
の
熱
意
、
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
を
創

業
し
た
石
橋
家
の
経
済
的
な
支
援
が
結

実
、
周
辺
五
市
と
の
熾
烈
な
誘
致
合
戦

を
制
し
て
久
留
米
市
に
九
州
医
学
専
門

学
校
が
誕
生
。
以
後
、
九
州
高
等
医
学

専
門
学
校
、
久
留
米
医
科
大
学
と
名
称

を
変
更
、
昭
和
二
十
五
年
に
商
学
部
と

附
設
高
校
を
設
置
し
、
久
留
米
大
学
と

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
現

在
ま
で
に
、
五
学
部
一
一
学
科
、
二
つ

の
附
属
病
院
と
多
く
の
研
究
所
・
セ
ン

タ
ー
を
擁
す
る
西
日
本
有
数
の
総
合
大

学
に
発
展
し
た
。　

　
「
本
学
は
、
卒
業
後
に
病
院
や
診
療

所
に
お
い
て
院
長
を
務
め
る
者
を
多
数

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
数
は
他
大

学
と
比
較
し
て
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。

九
州
で
も
本
学
出
身
の
院
長
は
少
な
く

な
い
。
そ
の
背
景
に
は
開
業
後
も
大
学

病
院
と
連
携
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
永
田
見け

ん

生せ
い

学
長
だ
。
地
域
医
療
に
主
眼
を
置
い
た

創
立
時
の
ポ
リ
シ
ー
は
現
在
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　

久
留
米
市
の
医
療
体
制
は
、「
こ
の

医
療
圏
で
は
重
篤
な
病
人
の
救
命
率
が

極
め
て
高
い
」
と
永
田
学
長
が
自
負
す

る
ほ
ど
万
全
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

救
急
専
用
の
医
療
機
器
を
装
備
し
、

救
命
医
と
看
護
師
が
搭
乗
す
る
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
を
平
成
十
四
年
か
ら
運
用
開
始
。

今
春
か
ら
は
消
防
と
連
携
し
て
医
師
が

同
乗
し
、
現
場
に
急
行
す
る
高
規
格
救

急
車
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
試
験
運
行
も

始
ま
っ
た
。
医
療
体
制
の
拡
充
は
市
民

の
安
心
感
を
大
き
く
醸
成
し
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
に
は
久
留
米
大
学
病
院

に
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え
た
新
病
棟

が
竣
工
。
二
十
一
世
紀
の
医
療
を
担
う

に
相
応
し
い
機
能
と
最
新
の
設
備
を
備

え
た
特
定
機
能
病
院
と
し
て
地
域
の
医

地
域
医
療
を
支
え
る

中
核
施
設

久留米大学病院には、医師・看
護師を含む約2,000名の職員が、
安全で高度な先進医療の提供を
目指し従事している。

久留米大学病院は、福岡県、佐賀県全域および大分県
北西部を診療範囲とした福岡県ドクターヘリ基地病院
である。病院の屋上には格納庫と給油装置を備えたヘ
リポートが設置されている。

左／1928（昭和3）
年の九州医学専門学
校（後の久留米大学）
の創設が、久留米市
が医療の町となる契
機となった。

写真提供：久留米大学13 建設業界 2015.7 122015.7建設業界



久留米市
先 進 自 治 体

久留米大学
先 進 施 設

療
を
力
強
く
支
え
て
い
る
。

　

永
田
学
長
は
久
留
米
の
医
療
体
制
は

ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い
る
と
話
す
。
し
か

し
、
こ
れ
を
継
続
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

を
整
備
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
が
地
域
に
お
け
る

医
療
の
高
度
化
と
、
新
た
な
産
業
の
創

出
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
に
貢
献
し
て

い
く
。
永
田
学
長
は
「
Ｐ
Ｒ
を
含
め
、

企
業
、
行
政
と
の
橋
渡
し
に
特
化
し
た

久留米大学には、2つの附属病院と、18の研究所・センターがある。医学部
がある旭町キャンパスは、最先端の医療研究に貢献する拠点が数多くある。
（提供：久留米大学）

部
署
の
設
置
も
具
体
的
に
動
き
始
め
ま

し
た
。
医
者
は
『
営
業
』
が
得
意
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
」
と
笑
う
。
し
か

し
、
次
の
よ
う
に
言
葉
を
つ
な
ぎ
、
そ

の
表
情
を
引
き
締
め
た
。「
教
育
、
研

究
、
医
療
と
い
う
三
本
柱
を
よ
り
確
か

な
も
の
と
し
た
い
。
大
学
と
し
て
の
品

格
を
保
ち
続
け
る
た
め
に
、
産
学
官
の

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
こ
こ
数
年
で
き

っ
ち
り
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
を
日
々
強
く
し
て
い
ま

す
」。

企
業
・
行
政
と
の
連
携
が

医
療
、経
済
と
産
業
を
牽
引

その地域ごとのニーズを的確に把握し、
提案、施工に活かす

久留米大学病院本館
施工：株式会社竹中工務店

建設業 in 久留米市地方創生応援隊！

　建設業界は地方創生にいかに貢献すべきか。
久留米大学病院本館の建設を担った㈱竹中工
務店を訪ねた。同社では平成22年以降、全国で
139件の病院建設を手がけている。佐賀・久留
米営業所の德永一喜FMグループ長は「九州支
店だけでも23件を新築し、現在も6件が施工中
です。病院建設は当社の得意分野ですよ」と胸
を張る。
　久留米大学病院本館の建設は、創立80周年事
業の一環として平成21年3月に西棟が、翌22年
10月に東棟が開院した。「私は、お客様の想い
描いていた品質や予算、工期で建設することが、
総合建設業の使命だと考えています。久留米大
学病院の建設においても、市民の安心を担保す
る施設を一日も早く開院したいという想いに応
えるため、さまざまな取組みを展開しました」
と德永FMグループ長は工事を担当した当時を
振り返る。
　着工は平成19年、1期2期でそれぞれ地上14
階、15階建ての病院を2棟、約34カ月で新築す

株式会社 竹中工務店
佐賀・久留米営業所
FM グループ長

德永 一喜
Kazuyoshi Tokunaga

る、この短工期施工をいかにクリアするかがテ
ーマになった。「事前に病室やスタッフステー
ションのモデルルームを用意し、ユーザーであ
る医師、医療関係者に実際に触れていただきな
がら動線を確認、設計、施工の計画を立案しま
した」。施工中に上がってくる新たな要望にも
迅速に対応した。
　德永FMグループ長は「その地域に根ざした
お客様の想いをかたちにする」、それが地方創
生に関わるゼネコンに課せられたミッションだ
と繰り返した。「入院や介護、外来など、病院の
意義、目的は地域特性によって異なってきます。
それによって設備、機能の重要度も変わる。ニ
ーズを的確に把握し、提案に結びつける。この
視点が地域の公共型施設建設にあたって欠かせ
ない視点になるのではないでしょうか」。德永
FMグループ長は、久留米大学病院が将来にわ
たって筑後の医療を引き受け、市民の健康と安
心を担う地方創生の資源であり続けることを願
っていると話してくれた。

2013年に久留米大学の附置研究所として医療センター（久留米市国分町）に「がんワクチンセンター」
を設立。久留米大学は、2009年度に全国初となるがんワクチン外来を開設し、これまでに2,000人以
上の方が臨床試験に参加している。（提供：久留米大学）

る
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
語
る
。

「
論
文
を
書
く
だ
け
で
は
な
く
、
実
地

で
知
識
を
蓄
積
し
、
現
場
で
活
か
せ
る

医
師
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
基
礎
医
学
の
研
究
を
目

的
と
し
た
施
設
、
機
器
の
拡
充
に
力
を

注
ぎ
た
い
。
必
要
と
な
る
資
金
調
達
に

は
、
地
域
の
企
業
、
行
政
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
す
」。

　

利
潤
を
追
求
す
る
必
要
は
な
い
が
、

採
算
が
取
れ
な
け
れ
ば
研
究
開
発
体
制

の
維
持
は
危
う
く
な
る
。
同
大
は
、
医

療
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
は
じ
め
、
地
元
企

業
と
の
協
働
、
支
援
を
目
的
と
し
て
、

バ
イ
オ
統
計
セ
ン
タ
ー
や
、
新
し
い
医

薬
品
治
療
法
の
開
発
に
欠
か
せ
な
い
動

物
実
験
施
設
の
拡
充
を
急
ぐ
。

　

一
昨
年
に
は
、
附
置
研
究
所
の
ひ
と

つ
と
し
て
「
が
ん
ワ
ク
チ
ン
セ
ン
タ

ー
」
を
新
設
し
た
。
点
在
し
て
い
た
ワ

ク
チ
ン
の
研
究
部
門
を
統
合
し
、
よ
り

高
度
な
臨
床
試
験
を
実
施
、
ワ
ク
チ
ン

外
来
の
拡
充
と
と
も
に
医
薬
品
承
認
に

向
け
た
研
究
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
診

療
、
研
究
部
門
に
加
え
、
こ
の
セ
ン
タ

ー
内
に
も
企
業
連
携
部
門
を
設
け
、
大

手
製
薬
メ
ー
カ
ー
、
地
元
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
と
連
携
し
た
研
究
、
治
験
の
体
制

久留米大学
学長

永田見生
Kensei Nagata
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